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児童館・児童クラブの現状の課題

１．児童クラブ登録児童数の増加

２．児童館整備の課題
（老朽化・狭隘化・安全上の課題 等）

３．児童館機能の課題
（児童クラブ以外の児童館機能の確保）

４．ICT導入の遅れ
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１ ．児童クラブ登録児童数の増加

（１）児童同士の距離の確保

児童クラブ登録児童数の急増やコロナ対応により児

童同士の適切な距離の確保が課題となっている。
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平成26年度から約2倍に増加している



１ ．児童クラブ登録児童数の増加

（２）サテライト室の増加

本館との分散に伴う安全面・運営面の課題や、民間

賃貸物件による賃料の増高が課題となっている。
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【サテライト室数の推移（各年度4月1日現在（令和4年度は7月1日現在））】

※内8か所は休止中

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

サテライト室数 18 22 43 68 85 88 94 96 100(※)

平成26年度から5倍以上に増加している



１．児童クラブ登録児童数の増加

（３）要支援児の増加

・要支援児対応の職員の確保や育成、学校や専門機関との

さらなる連携が必要となっている。

・また、要支援児対応においては、個別の配慮が必要とな

る場合も多く、職員の負担が大きくなっている。
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【要支援児数の推移（各年度5月1日時点）】

平成26年度から2倍以上に増加している



１ ．児童クラブ登録児童数の増加

（４）財政負担の増大、職員確保

（１）～（３）の事項等により運営経費が増加し、

財政負担が増大している。

また、登録児童数の増加に伴い、必要となる職員数

も増加するが、恒常的な保育士不足等により職員の採

用が課題となっている。
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平成26年度運営経費：約26憶円

令和4年度運営経費：約52憶円

約2倍に増加して
いる



２．児童館整備の課題（老朽化・狭隘化・安全上の課題 等）

（１）児童館の老朽化

児童館全体の２割以上が築３０年を経過しており、

老朽化への対応が必要となっている。
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【将監西児童館（築４５年）】

出典：公益財団法人仙台ひと・まち交流財団HP



２．児童館整備の課題（老朽化・狭隘化・安全上の課題 等）

（２）児童館の立地条件による課題

市民センター、コミュニティ・センター併設館を中

心として、小学校から児童の移動を要し、安全上の課

題や狭隘化の課題がある。
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【併設館の小学校からの平均距離、所要時間】

※小学校併設、隣接の併設館を除く。所要時間については、1ｋｍ/15分（66.7ｍ/分）で計算。

単独館（53館） 併設館（40館）
7か所 16か所

【児童クラブ室を他の諸室（集会室等）と兼用している箇所数】

平均距離 平均所要時間
583ｍ 8.7分



２．児童館整備の課題（老朽化・狭隘化・安全上の課題 等）

（3）全居室へのエアコン設置

集会室、図書室、児童クラブ室等は概ねエアコンが

設置されているが、高天井の遊戯室を中心に一部未設

置である。
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遊戯室へエアコン未設置の
児童館数

74館



３．児童館機能の課題（児童クラブ以外の児童館機能の確保）
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児童館に占める児童クラブ専有割合の増加により、

子育て家庭支援機能や地域交流推進機能など他の児童

館固有の機能を縮小せざるを得ない児童館がある。



３．児童館機能の課題（児童クラブ以外の児童館機能の確保）
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（１） 児童健全育成機能における課題

小中高生の自由来館者数が減少傾向にあり、児童クラ

ブ以外の児童や、幅広い年代との交流の機会が減少して

いる。

（２）子育て家庭支援機能における課題

・乳幼児親子の自由来館が、主に平日の午前中に限定されて

いる。また、長期休業期間中など利用できない状況となっ

ている。

・上記の課題に対応するため、令和２年度より子育て中の親

子が気軽に利用することのできる子育て支援室（※）を

１０館に設置している。
※乳幼児親子のための専用スペースであり、子育て相談等のための職
員を配置している。



３．児童館機能の課題（児童クラブ以外の児童館機能の確保）
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出典：公益財団法人仙台ひと・まち交流財団HP

【老人会との七夕飾り作成
（遠見塚児童館（コミュニティ・センター併設館）】

（３）地域交流推進機能における課題

・概ね小学校区ごとに児童館が整備され、地域の子育て

支援拠点としての役割を担っており、地域との結びつ

きが強固であることが本市の強みである。

・しかしながら、新型コロナウイルス感染症の拡大によ

り、交流の機会が減少し、地域とのつながりが希薄と

なっている児童館がある。



４．ICT導入の遅れ

（１）児童クラブ業務へのICT利活用

各種申請、入退館管理、保護者連絡等の業務を紙媒

体で行っており、保護者・児童館双方の負担となって

いる。
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（２）システムがネットワーク化されていない

児童クラブ登録者システムが運営団体、児童館と

ネットワーク化されておらず、USB等の記憶媒体の

やり取りとなっており、事務効率及びセキュリティ上

の課題がある。



４．ICT導入の遅れ

（３）Wi-Fi環境の整備、防犯対策

GIGAスクール端末（Chromebook）対応のための

Wi-Fi環境整備や、防犯カメラの児童館への設置が進

んでいない。

13

Wi-Fi整備児童館 3館

防犯カメラ設置児童館 5館

※本格導入に向け、令和4年度夏季休業より一部児童館にて試験的に
導入。


